
。書籍頒布について 会員およひ， その他ご希望の)jにilN布致しますので代金を添えて学会事務局までお申し

込み下さい。

(1)山田幸男先生追悼号 本学会では昨年 8JJに欣山田幸男先生の追悼号を刊行致しました。 この事業は，追悼

り刊行'ぷ行委員会の下で進められ，その終貨はすべて各界各位の寄F付金によ っ て充吋されました。 A5 版 i~

xxviii， 1~-l 18 頁 ， 山田先生のi立影 ・絞l恋・業紘一覧 ・追悼文および内外のiiJTI学者より寄恥された論文50

編(英文26，手"'文2.1)が掲載されてい主す。価格，国内 5500円，国外 6000円 (含送料)。

(2)北海道周辺のコンフ類と最近の均 ・養殖学的研究 昭和 .19年 9川 311札幌で行われた 日本値物学会の折，

11~，: Uíi学会主催で 「 コゾブ:こ i長|する訪iil員会」 が閃かれましたが， そのときの記録が刊行されたものです。

B5版， 65 ff，発表論文 』 件の研究組告と討論の ~:Hがtfl ・iまされています。 価格， 700円 (含送料)

(3) Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the North Pacific (I.A. Abbott & 

M. Kurogi ed.) II!{和 46年 8JJに札幌でrJlJかれた北大平洋産海泌に[VJす一る 11米科学セミナーの記S主です。

B5JlN， i~x i v ， 1 ~280 頁， 16凶版， 20 称iの研究 \\Ii告を t~ ・i主。 価格， 国内 3000 円 ， 圏外 4000円 (含送料)。
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